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六ろ
く
地じ

山や
ま
遺
跡　

西
区
曽
和
・
内
野
戸
中
才
・
内
野
潟
端
・
内
野
早
角
・
田
島

　

六
地
山
遺
跡
は
、
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
、
新
潟
市
域
で
最
初
に

発
掘
調
査
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
弥
生
時
代
を
中
心
と
し
て
、
奈
良
・
平
安

時
代
、
中
世
の
遺
物
も
出
土
し
て
い
る
。

　

翌
三
十
二
年
に
は
、
鳥と

屋や

遺
跡
（
九
八
ペ
ー
ジ
）、
緒お

立た
て

遺
跡
（
一
一
二

ペ
ー
ジ
）
が
発
掘
調
査
さ
れ
、
こ
の
時
期
、
越
後
平
野
に
お
け
る
縄
文
〜
古

図173　遺跡の位置
５万分１地形図「内野」

図174　昭和31年の遺跡の景観　『先史時代
と長岡の遺跡』から転載

墳
時
代
の
研
究
が
画
期
的
に
進
展
し
た
。い
ず
れ
も
学
術
調
査
が
目
的
の
発
掘
で
あ
っ
た
。

六
地
山
遺
跡
の
三
十
一
年
の
調
査
は
、
燕
市
の
真
島
衛
氏
が
経
費
を
負
担
し
、
長
岡
市
立

科
学
博
物
館
の
中
村
孝
三
郎
氏
ら
が
実
施
し
た
。
目
的
は
、
平
野
地
に
展
開
し
た
弥
生
式

集
落
の
解
明
、
調
査
期
間
は
五
日
間
、
発
掘
面
積
は
約
五
六
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

　

遺
跡
は
、
周
囲
に
沖

ち
ゅ
う
積せ

き
面
が
広
が
る
、
残
丘
状
の
砂
丘
列
に
立
地
す
る
。
範
囲
は
東
西

約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
一
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
砂
丘
全
域
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
東
端

で
標
高
約
三
メ
ー
ト
ル
の
小
高
い
所
（
図
一
七
四
）
が
遺
跡
の
中
心
で
あ
っ
た
。
三
十
一

年
の
調
査
で
は
、
そ
の
小
高
い
所
が
発
掘
さ
れ
、
平
箱
約
一
一
箱
の
土
器
片
と
、
全
体
が

復
元
で
き
る
土
器
一
二
点
が
出
土
し
た
。
土
器
の
表
面
が
磨
き
あ
げ
ら
れ
た
り
、
ハ
ケ
目

模
様
が
施
さ
れ
た
り
し
た
北
陸
系
の
土
器
が
約
三
分
の
二
、
縄
文
や
沈
線
模
様
が
施
さ
れ
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た
東
北
地
方
な
ど
の
系
統
の
土
器
が
約
三
分
の
一
で
、
両
者
の
模
様
を
併
せ
持
つ
も
の
も
あ
っ
た
。
土
器
の
形

は
、
煮
炊
き
に
使
う
甕か

め

、
物
を
入
れ
る
壺つ

ぼ

、
盛
り
付
け
に
使
う
高た

か

坏つ
き

が
ほ
と
ん
ど
で
、
赤
色
顔
料
で
模
様
が
付

け
ら
れ
た
高
坏
も
あ
っ
た
。
ほ
か
に
、
石せ

き

鏃ぞ
く

と
環
状
石せ

き

斧ふ

が
出
土
し
、
石
器
を
作
っ
た
際
の
石
片
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
石
製
の
錐き

り

と
、
糸
を
紡
ぐ
道
具
で
あ
る
紡
錘
車
も
石
製
・
土
製
の
も
の
が
各
一
点
、
こ
の
調
査
ま
で
に

採
集
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
モ
ミ
の
痕あ

と

が
付
い
た
土
器
片
が
八
点
発
見
さ
れ
、
米
作
り
が
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、

ま
だ
石
器
が
使
用
さ
れ
続
け
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、「
ア
メ
リ
カ
式
石
鏃
」
と
い
う
、
基
部
に

図175　東北系土器（壺）と北陸系土
器（高坏）　長岡市立科学博物館所蔵

図176　アメリカ式
石鏃

逆さ
か

刺ざ
し

状
の
突
き
出
し
が
あ
り
、
福
島
県
の
天て

ん

王の
う

山や
ま

遺
跡
系
の
弥
生
文
化
に
特
徴
的

に
伴
う
石
鏃
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
。
し
か
し
、
越
後
平
野
を
含
め
た
周
辺

地
域
の
比
較
資
料
が
少
な
い
た
め
、
時
期
は
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
北
陸
系
土

器
と
縄
文
の
施
さ
れ
た
土
器
は
時
期
が
違
う
、
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

　

六
地
山
遺
跡
の
出
土
遺
物
は
、
現
在
は
、
弥

生
時
代
後
期
前
半
の
越
後
平
野
の
様
相
を
示
す

代
表
的
資
料
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
三
十
一
年

の
調
査
で
出
土
し
た
土
器
は
、
現
在
、
新
潟
市

歴
史
博
物
館
で
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
。


